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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

●管理組合だより 

●第４３回新狭山ハイツ夏まつり写真集 

●連載 地歴探索を楽しむ（１１） 

 ハイツ周辺散策の魅力―平地林・短冊型地割 

●あおやぎ文庫のじゃがいもほり＆おいも劇場 

●防災訓練について  

●季節の言葉       

●わくわく自然園からのお知らせ 

●ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

おしゃれなお店出現！ 

第 536 号 

201９年 8 月 

第４３回新狭山ハイツ夏まつり 舞台幕開けは 元気なリトルダンサーによる「キッズチアダンス」 

 

今月の記事 
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先
月
２８
日
（
日
）
に
工
事
説
明
会
を
実
施
致
し
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
８
月
９
日
（
月
）
よ
り
工
事
着
工
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
工
事
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

                   

 

一
・
階
段
室
内
の
工
事
方
法 

① 

ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
の
撤
去 

 
 

② 

モ
ル
タ
ル
成
形 

③ 

勾
配
調
整 

④ 

階
段
部
横
ウ
レ
タ
ン
塗
装 

⑤ 

玄
関
前
・
中
間
踊
場
等
塩
ビ
シ
ー
ト
貼
り 

＝ 

お
願
い
事
項 

＝ 

ノ
ン
ス
リ
ッ
ツ
プ
撤
去
の
際
、
電
動
サ
ン
ダ
ー
を
使

用
す
る
の
で
、
電
源
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
際
、
各

ご
家
庭
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
お
借
り
し
た
い
の
で
、
是
非

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
電
動
サ
ン
ダ
ー
を
使
用
の
際
に
は
、
騒
音
、

振
動
埃
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。 

  

二
・
玄
関
扉
の
交
換
工
事
内
容 

① 

着
工
事
前
訪
問
調
査 

扉
の
取
付
状
況
を
確
認
し
、
扉
枠
の
寸
法
を
測
り

ま
す
。
こ
れ
を
基
に
新
規
扉
枠
を
工
場
に
て
制
作

致
し
ま
す
。 

② 

錆
止
め
塗
装 

現
状
の
枠
に
錆
止
め
塗
装
を
行
い
ま
す
。 

作
業
時
間
は
約
２０
分
、
そ
の
後
塗
装
が
乾
燥
す
る

ま
で
の
約
４０
分
間
扉
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
頂

き
ま
す
。 

③ 

扉
の
交
換 

既
存
の
扉
を
撤
去
し
、
新
規
枠
・
扉
取
付
・
止
水 

 
 

用
シ
ー
リ
ン
グ
・
清
掃
・
取
り
扱
い
説
明
を
行
い

ま
す
。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 

      

玄
関
扉
交
換
時
の
注
意
事
項 

① 

調
査
及
び
工
事
に
計
３
回
の
ご
在
宅
が
必
要
で
す
。 

日
程
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

② 

各
予
定
の
日
時
に
ご
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
案

内
チ
ラ
シ
に
記
載
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

③ 

撤
去
し
た
扉
及
び
新
規
の
扉
は
階
段
踊
り
場
及
び 

建
物
周
辺
に
仮
置
き
し
ま
す
。
お
手
を
触
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

④ 

止
水
用
シ
ー
リ
ン
グ
が
硬
化
す
る
迄
約
１
日
か
か

り
ま
す
。
衣
類
、
靴
へ
の
付
着
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

⑤ 

資
材
運
搬
車
両
付
近
を
通
行
の
際
に
は
、
十
分 

ご
注
意
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

管

理

組

合

だ

よ

り 

色はダークグリーン 

足場が無いため在宅が必要になります

ベランダ内工事内容

　鉄部分塗装工事

　手摺根補修工事

　物置扉不具合調査

パイプシャフトは排・給水管室の扉の鍵

　手摺根補修工事

　パイプシャフト鍵不良交換

階段室内工事内容

　玄関扉交換工事

　防水工事

　鉄部分塗装工事
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三
・
階
段
室
内
鉄
部
部
分
塗
装
及
び
調
査 

工

事

内

容 

① 

手
摺
・
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
（
給
、
排
水
管
や
ガ
ス

管
を
通
す
ス
ペ
ー
ス
）
の
部
分
塗
装
。 

② 

同
じ
く
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
扉
の
鍵
不
具
合
調
査
及

び
調
整
。 

③ 

手
摺
、
根
元
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
塗
装
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
欠
損
・
爆
裂
補
修
個
所
を
補
修

し
ま
す
。 

 

注

意

事

項 

① 

塗
装
部
分
に
は
ペ
ン
キ
塗
り
た
て
の
赤
い
テ
ー
プ

を
貼
り
ま
す
。
テ
ー
プ
が
あ
る
周
辺
で
は
衣
服
等

へ
の
付
着
に
御
注
意
下
さ
い
。 

② 

電
動
工
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
埃
・
騒
音
が
発

生
し
ま
す
。 

① 

階
段
室
１
階
上
部
天
井
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
べ
ニ
ア

で
落
下
防
止
対
策
を
施
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

四
・
ベ
ラ
ン
ダ
内
各
補
修
工
事
調
査 

 

事

前

調

査 

① 

手
摺
塗
装
の
不
具
合
・
手
摺
根
元
の
不
具
合
及
び

物
置
の
劣
化
状
況
調
査
、
調
査
時
間
は
１０
分
か
ら

１５
分
程
度
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 手
摺
部
分
塗
装 

 

事
前
調
査
で
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
住
居
の
み 

  

作

業

内

容 

塗
装
の
割
れ
・
は
が
れ
・
錆
の
部
分
を
部
分
的
に
塗

装
し
ま
す
。 

 

作

業

日

数 

１
日
か
ら
３
日
、不
具
合
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

 

作

業

時

間 

３０
分
か
ら
１
時
間
程
度
・
同
日
に
複
数
お
伺
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

注

意

事

項 

① 

劣
化
塗
装
の
除
去
の
際
に
埃
・
騒
音
が
発
生
し
ま

す
。 

② 

塗
装
作
業
の
際
に
は
シ
ン
ナ
ー
の
臭
い
が
出
ま
す
。 

③ 
１
階
の
住
居
は
専
用
庭
の
階
段
も
同
時
に
施
工
し

ま
す
。 

④ 

ペ
ン
キ
が
乾
く
ま
で
衣
類
・
選
択
物
へ
の
付
着
に

ご
注
意
下
さ
い
。 

⑤ 

若
干
現
状
色
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。 

手
摺
根
元
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
事 

 

調
査
で
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
住
戸
の
み 

 

① 

作
業
内
容
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
欠
損
・
補
修 

② 

作
業
日
数
は
１
週
間
程
度
で
す
が
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。 

③ 

作
業
時
間
は
各
日
・
１
時
間
程
度
で
す
。 

五
・
屋
上
防
水
補
修
・
清
掃 

 

工

事

内

容 

① 

鳥
の
つ
い
ば
み
跡
を
部
分
的
に
補
修
工
事
し
ま
す
。 

② 

鳥
の
つ
い
ば
み
を
予
防
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
カ
バ

ー
を
取
付
け
ま
す
。 

③ 

側
溝
の
泥
汚
れ
及
び
鳥
の
糞
等
を
水
洗
い
し
ま
す
。 

④ 

対
象
棟
は
１２
・
１３
・
１４
・
２５
・
２６
・
２７
・
２８
・

２９
・
３０
・
３１
・
３２
号
棟
。
残
り
の
２１
棟
は
２
０

２
０
年
に
実
施
予
定
で
す
。 

 

 

六
・
共
通
の
注
意
事
項 

① 

作
業
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
３０
分
で
す
。 

夏
場
は
３０
分
程
度
延
長
し
ま
す
。
ま
た
工
程
の
関

係
で
作
業
時
間
が
延
長
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

② 

日
曜
日
祝
日
は
原
則
作
業
は
行
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
土
曜
日
は
作
業
を
行
い
ま
す
。 

③ 

品
質
確
保
の
た
め
、
ま
た
悪
天
候
や
工
程
の
関
係

で
休
日
に
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す 

作
業
予
定
日
前
日
ま
で
に
掲
示
板
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

④ 

足
場
や
詰
所
・
資
機
材
置
き
場
等
に
は
危
険
で
す

の
で
近
か
ず
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

   

※
各
戸
に
配
布
済
の
工
事
説
明
会
資
料
に
詳
細
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
読
ん
で
下
さ
い
。 
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福祉の会 風見どり 

管理組合 わた菓子 カラフルな水ヨーヨー 

あおやぎ文庫 子ども夜店 子供会育成会 

今年は梅雨が長く続いています。その合い間を縫うように時折りぱらつく小雨にも負けず、７月１３日

（土）賑やかに夏まつりが開催されました。雨のため堀兼中学校吹奏楽部のブラスバンド演奏が中止と

なって残念でしたが、盆踊りには東京五輪音頭２０２０を初踊りして、東京２０２０の応援をしました。

来年はオリンピックと共に、さらに盛り上がりましょー！ 

開会宣言 

あつあつピザ屋さん ハイツで生まれ育ったカブトムシ販売 

大塚拓衆議院議員 千葉良秋市議会議員 小谷野市長 田村秀二市議会議員 土方隆司市議会議員 
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寿会 直実節 

あおやぎ文庫 紙芝居やさん 

和太鼓 狭山けやき会 

みんなで踊ろう盆踊り ロビンソンズの山崎ノボルさん 

まるたの会、緑化推進本部、わくわく自然園を守り育てる会、楽農クラブ、NPO じおすが合同で出店 

子供会育成会 ちびっこ花火大会 

ビアガーデン 毎度評判のピザ販売 

ハイツで採れた野菜販売 焼き方のみなさんがんばってます 
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ハ
イ
ツ
周
辺
散
策
の
魅
力
ー
平
地
林
・
短
冊
型
地
割 

４
ー
５
０
４ 

 

藤
本 

一
美 

 

日
頃
は
、
奥
武
蔵
や
奥
多
摩
、
中
央
沿
線
の
、
と
き

に
は
関
東
近
県
の
山
々
の
低
山
を
歩
い
て
い
る
の
だ
が
、

最
近
は
高
血
圧
ぎ
み
で
、
岩
場
の
あ
る
山
は
さ
け
て
用

心
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
天
気
の
悪
い
日
で
登
山
で
き
な
い
日
、
家
に

こ
も
っ
て
い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
ハ
イ
ツ
周
辺
を

散
策
（
運
動
を
か
ね
て
）
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

７
回
目
連
載
の
よ
う
に
雉
を
追
っ
か
け
た
り
、
８
、

９
回
目
連
載
の
よ
う
に
堀
兼
の
井
や
富
士
塚
、
神
社
を

訪
ね
た
り
、
平
地
林
の
美
し
い
里
山
の
景
観
を
残
す
短

冊
型
地
割
と
畑
作
景
観
を
観
察
し
に
春
夏
秋
冬
、
主
に

自
転
車
を
使
用
し
て
散
策
す
る
こ
と
が
多
い
。 

 

短
冊
型
地
割
と
は
、堀
兼
の
新
田
集
落
は
慶
安
２
（
１

６
４
９
）
年
、川
越
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
信
綱
に
よ
り
、

年
貢
の
増
収
を
目
的
に
着
手
。
中
新
田
で
は
１
６
５
０

年
に
、
水
野
で
は
寛
文
年
間
に
、
ち
な
み
に
所
沢
市
の

三
富
新
田
は
元
禄
９
（
１
６
９
５
）
年
に
柳
沢
吉
保
に

よ
っ
て
、
開
発
さ
れ
た
地
で
あ
る
。 

 

新
田
開
発
の
特
徴
は
、
土
地
区
画
が
短
冊
型
地
割
で

整
然
と
し
て
い
る
。
入
植
者
が
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
土

地
は
、
一
農
家
当
た
り
間
口
２０
間
（
約
３６
ｍ
）
、
奥
行

き
３
３
０
間（
約
６
０
０
ｍ
）で
短
冊
型
を
し
て
い
る
。

面
積
は
２
町
歩
（
２
ｈａ
）
ほ
ど
。
そ
の
北
側
に
屋
敷
を

建
て
（
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
て
南
向
き
に
）
南
に
広
が
る

原
野
を
開
墾
し
て
細
長
い
畑
地
と
し
、
末
端
部
の
境
域

に
は
、
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
、
ア
カ
松
の
雑
木
林
（
平
地

林
）
を
育
林
し
て
い
る
。
食
料
や
薪
炭
材
料
、
家
屋
材

料
、
飼
料
、
堆
肥
材
料
な
ど
、
多
目
的
に
活
用
さ
れ
て

き
た
。 

 

現
在
で
も
畑
と
里
山
を
組
み
合
わ
せ
た
循
環
型
農
業

が
営
ま
れ
て
い
る
緑
豊
か
な
地
域
で
あ
る
の
で
、
後
世

に
残
す
べ
き
「
日
本
農
業
遺
産
」
と
し
て
拡
大
指
定
の

動
き
が
あ
る
。 

 

耳
な
れ
な
い
「
平
地
林
」
と
は
、
山
地
に
存
在
す
る

山
林
と
区
別
し
、
平
野
部
、
と
く
に
台
地
に
あ
る
林
を

さ
す
こ
と
ば
。
東
京
の
西
郊
、
武
蔵
野
の
北
部
に
は
、

都
市
住
民
か
ら
も
「
武
蔵
野
の
雑
木
林
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
広
大
な
平
地
林
が
見
ら
れ
る
の
だ
。狭
山
、

所
沢
、
川
越
、
三
芳
の
三
市
一
町
に
広
が
る
。「
赤
坂
の

森
」
で
は
、さ
い
た
ま
の
ト
ラ
ス
ト
が
進
展
し
て
き
た
。

一
方
「
く
ぬ
ぎ
（
椚
）
山
」
で
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理

場
や
墓
地
造
成
、
東
京
狭
山
線
バ
イ
パ
ス
路
、
土
石
置

き
場
、
倉
庫
な
ど
に
姿
を
変
え
て
景
観
破
壊
が
進
ん
で

い
る
現
状
で
あ
る
。 

 

平
地
林
は
畑
と
比
べ
て
高
額
な
税
金
が
か
か
る
の
で
、

農
家
だ
け
で
維
持
・
管
理
は
ど
だ
い
困
難
だ
。
行
政
が

平
地
林
を
買
い
上
げ
て
公
有
地
化
を
図
り
、
環
境
保
全

林
や
市
民
参
加
型
健
康
保
養
林
活
用
を
促
進
す
べ
き
だ

ろ
う
。 

                           

堀兼地区尾花台、短冊型地割と屋敷林 

堀兼中学校付近、新緑の平地林 
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あ
お
や
ぎ
文
庫 

中
村
ル
ミ
子 

 

梅
雨
ま
っ
さ
か
り
の
７
月
６
日
（
土
）、
前
日
も
雨
が

降
っ
て
い
た
の
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
程
よ
い
曇
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
会
場
が
、

久
保
川
沿
い
の
家
庭
菜
園
の
一
角
に
移
動
し
ま
し
た
。

今
ま
で
よ
り
細
長
い
畝
に
、
男
爵
と
メ
ー
ク
イ
ン
と
北

あ
か
り
が
豊
か
に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
育
て
て
く
れ
た

の
は
、
も
ち
ろ
ん
楽
農
ク
ラ
ブ
の
お
じ
さ
ん
達
で
す
。

ふ
か
ふ
か
の
土
の
中
か
ら
大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
出
て

く
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
お
い
も
を
掘
っ

た
あ
と
に
は
、
塩
茹
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
な
が
ら
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
の
「
お
い
も
劇
場
」
を

見
ま
し
た
。
参
加
者
は
子
ど
も
と
大
人
を
含
め
て
約
３０

名
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
出
来
ま
し
た
。
次
は
サ
ツ
マ
イ

モ
ほ
り
＆
お
い
も
劇
場
を
お
楽
し
み
に
！ 

         

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
治
会
長 

中
村
雅
昭 

 

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
８
月
３１
日
（
土
）
単
位
自

治
会
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
安
否
確
認
訓
練 

 
 

 

 

戸
口
代
表
者
が
階
段
各
戸
の
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

集
計
場
所
は
管
理
事
務
所
玄
関
ホ
ー
ル 

②
（
防
災
に
つ
い
て
の
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習 

③
非
常
警
報
模
擬
装
置
操
作
訓
練
（
集
会
所
・
第
１
会

議
室
） 

④
戸
別
非
常
警
報
装
置
操
作
訓
練
（
班
長
宅
の
み
） 

 

昨
年
に
続
き
、
各
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
非
常
警
報

装
置
の
操
作
訓
練
を
行
い
ま
す
。
班
長
宅
で
は
、
実
際

の
装
置
で
実
験
し
ま
す
が
、
集
会
所
で
は
模
擬
装
置
を

使
っ
て
ど
な
た
で
も
訓
練
出
来
ま
す
。
い
ざ
と
言
う
時

に
使
い
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
困
り
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

ま
た
、毎
年
行
っ
て
い
る
各
戸
の
安
否
確
認
で
す
が
、

災
害
時
に
一
番
必
要
な
の
は
、
ご
近
所

の
顔
が
ち
ゃ
ん
と
見
え
て
い
る
関
係
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
絆
を

育
て
る
こ
と
が
地
域
の
安
心
安
全
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ご
参
加
、
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

             

●
今
月
の
開
園
日
：
夏
休
み
期
間
中
の
た
め
毎
日
曜
日

開
園
、
９
時
～
１７
時
迄
。 

●
見
ど
こ
ろ
：
７
月
に
引
き
続
き
、
水
際
に
咲
く
ミ
ソ

ハ
ギ
（
赤
紫
色
）、
池
を
覆
う
ス
イ
レ
ン
（
白
色
）
や
可

憐
な
ガ
ガ
ブ
タ
（
白
色
）
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
飛
来
す

る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
等
の
各
種
ト
ン
ボ
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し

み
下
さ
い
。（
代
表 

毛
塚
記
） 

       

季
節
の
言
葉 

 

ち
ひ
ろ
描
く
麦
わ
ら
帽
子
波
の
音 

カ
ウ
ア
イ
の
海
仄
白
き
夜
の
虹 

夏
草
や
形
見
の
時
計
時
刻
む 

陽
子 

わ
く
わ
く
自
然
園
か
ら
の
お
知
ら
せ 

あ
お
や
ぎ
文
庫
の 

じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
＆
お
い
も
劇
場 

防
災
訓
練
に
つ
い
て 

ショウジョウトンボ 

シオカラトンボ 
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は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
３
６
号
（
２
０
１
９
年
８
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 ☆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん 

 
２２
―
５
０
１ 

吉
本 

隆
浩
様 

ご
長
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

隆
晟
（
り
ゅ
う
せ
い
）
く
ん 

 
 

 
 

 
 

令
和
元
年
６
月
６
日
生
ま
れ 

 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

 

８
月
１
日
（
木
）
１０
時
～
１６
時 

☆
第
２
回 

戸
口
代
表
者
会
議 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 

 

８
月
３
日
（
土
）
１６
時
～ 

※
８
月
度
定
例
役
員
会
を
兼
ね
て
開
催 

☆
入
間
川
七
夕
ま
つ
り 

狭
山
市
駅
周
辺 

 

８
月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
） 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

 

８
月
８
日
（
木
） 

歌
の
日 

 
 

 

１９
日
（
月
） 

お
し
ゃ
べ
り
の
会 

☆
深
読
み
百
人
一
首 

第
１
会
議
室 

 

８
月
１３
日
（
火
）
１３
時
３０
分
～ 

参
加
無
料 

☆
狭
山
ハ
イ
ツ
自
治
会
防
災
訓
練 

※
安
否
確
認
他 

 

８
月
３１
日
（
土
）
９
時
～
１１
時 

☆
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

堀
兼
中
学
校
校
庭 

９
月
１
日
（
日
）
試
合
開
始
９
時
３
０
分
～ 

シ
ャ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ツ
合
同
チ
ー
ム
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
） 

☆
さ
や
ま
の
窓 

狭
山
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
第
３
週
に
放
映 

「
第
４３
回 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
夏
ま
つ
り
・
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
＆

お
い
も
劇
場
」 

 

７
時
１０
分 

１２
時
４０
分 

１５
時
４０
分 

１７
時
４５
分 

２３
時
４０
分 

   

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

4 5 6 7 8 9 10

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

11 12 13 14 15 16 17

プラ もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

18 19 20 21 22 23 24

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

25 26 27 28 29 30 31

プラ もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル
もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

８月生活ごみ・資源回収表

〈しっかり分別　ゴミは資源  〉


